


・ハンモックのように吊るしての使用はできません。

・強力な面ファスナーを使用しております。シーツを取り出す時など、強く引っ張らずゆっくりとめくるようにして下さい。

・療養に関しての疑問・質問等には、掛かりつけの医療機関にご相談ください。 

シーツホルダー
洗える

■トイレシーツの入れ方

■お手入れでのお願い

表面 裏面

■使い方の例

洗えるシーツホルダーは、ケージの床面に敷いてご使用下さい。

お洗濯をされる場合、裏面の面ファスナーを開いて中のトイレシーツを取り出し、優しく手洗いをするようにして下さい。

●洗濯機・乾燥機は使用しないでください。
●ベンジン・シンナー・アルコール等は使用しないでください。
●洗濯後はすぐに形を整えて陰干しし、完全に乾燥させてください。

○　4隅の結び紐を適宜、ケージのメッシュなどに結わえて本体を固定して下さい。

○　裏面の面ファスナーをゆっくりと開き、メッシュ面に
　　トイレシーツの吸収面が向くように平坦に敷きこみます。
　　その後、面ファスナーを合わせて留めます。

○　トイレシーツの対応サイズは340×500mmとなっております。
　　「ラビット・エコシーツ」は、持続性のある消臭能力と
　　強力な吸水力を持つ厚目のトイレシーツで、足元を柔らか
　　く支えます。

※結び目や紐部分はペットが、かじらないように配慮をお願い致します。

・イージーホームEVO60での使用例

・シャトルケージ60での使用例

・ライトキャリーでの使用例

スプレー行為や
排泄位置が高い子の
場合は、壁に沿って
設置すると便利です。

ケージの中のトイレ位置に
合わせて、敷きこむように
して下さい。

開いたスノコ部分が
うさぎやモルモット等の
コロコロした糞はスノコに
下に落としやすく･･･。

スプレー行為がある場合では壁に沿って
立ち上げて設置すると飛び散りの防御に。

床面に敷いて使用すると、揺れの多い
キャリーの中で生き物が不意に倒れても
端のあまりがクッション代わりに。

深いトレイのシャトルケージでは
ケージメッシュに結びづらいのですが
床スノコに結ぶと、固定できます。
結び目もスノコ下になるので
結び紐のかじり防止にもなります。

表面は水分を通しやすいメッシュ面、中のシーツがしっかりと水分を受け止め、尿モレでグッショリと濡れがちな裏側は、
吸水性が高い生地が吸い込みます。　濡れてしまったシーツは取り替えて簡単な掃除ができ、ホルダー自体は丸洗い
できて、乾かしやすいのでメンテナンスも楽々です。　　シーツの掘り返し行為で、剥き出しのシーツが使い難かった子にも、
引っ掻きに強いメッシュがシーツをガードするので、シーツが使える場面が広がります。

● トイレシーツを見ると、あっいう間に掘り返してボロボロにしてしまう。
● フカフカの布マットは、濡れた場所がグッショリ･･･洗濯もたいへんで乾くのも遅い。
● スノコだけの床面では足元が辛そう･･･。

そんな悩みに、トイレシーツが格納できる床面マットを考えました。

老齢期や静養中のペット達の足元をいたわります。

(WILD)マークが付いている
コットン生地の面になります。

メッシュ(網目)生地の面です。
シーツの吸収面を向けて下さい。

(WILD)マークが付いている
コットン生地の面になります。

メッシュ(網目)生地の面です。
シーツの吸収面を向けて下さい。


